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「タコカゲ」とは…  
三原名物のタコと、三原城

を築城し、現在の三原の礎

を築いた小早川隆景とをか

けた認知症地域支援推進員

公認キャラクター。  
 
 
タコカゲ３本の矢の教え  
・優しさ（やさしさ）  
・知恵（ちえ）  
・支え合い（ささえあい）

で共生社会を実現しよう。

※ ● が 付 い て い る 用 語 は P21 で 説 明 が あ り ま す
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（令和６年３月 発行）  
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三 原 市

み ん な の 優 し さ ・ 知 恵・

支 え 合 い で 、認 知 症 に な

っ て も 安 心 し て 出 か け

ら れ る ま ち 三 原 に し て

い こ う ！   

By　 タ コ カ ゲ 　



 

 

（１）認知症とは 

認知症は、脳の病気や障害などさまざまな原因により認知機能が低下し、日常生活全般 

に支障が出てくる状態をいいます。障害された脳の箇所によって、もの忘れが起きたり、時間 

や場所が分からなくなったり、幻が見えたりすることがあります。 

認知症の症状は、種類により異なりますが、時間の経過とともに、軽度から重度の症状に 

進行していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

記憶 

１　認知症について知ろう

理解力・判断力が低下する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・手続きや貯金の出し入れができなくなる 

・状況や説明が理解できなくなる、テレビ番組の 

内容が理解できなくなる 

・運転などのミスが多くなる

仕事や家事・趣味、身の回りのことができ
なくなる（実行機能障害）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・仕事や家事・趣味の段取りが悪くなる、時間が 

かかるようになる 

・調理の味付けを間違える、掃除や洗濯がきちん 

とできなくなる 

・身だしなみを構わなくなる、季節に合った服装 

を選ぶことができなくなる 

・食べこぼしや排泄などの失敗が増える 

・洗面や入浴の仕方がわからなくなる

脳の病気や障害によって、脳細胞が壊れる

性　  格

環  　境

心身 状態

＊＊ 老化によるもの忘れ と 認知症によるもの忘れ の違い ＊＊

記憶

・体験の一部を忘れる 

・もの忘れの自覚がある 

・ヒントを与えられると思い出せる 

・体験の全てを忘れる 

・もの忘れの自覚がない 

・ヒントを与えられても思い出せない

日常生活に 
支障なし

日常生活に 
支障あり

老化に伴うもの忘れ

もの忘れ（記憶障害）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・数分前、数時間前の出来事をすぐ忘れる 

・同じことを何度も言う・聞く 

・しまい忘れや置き忘れが増えて、いつも探し物 

をしている 

・約束を忘れる 

・昔から知っている物や人の名前が出てこない 

・同じものを何個も買ってくる

時間・場所がわからなくなる 

（見当識障害）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・日付や曜日がわからなくなる 

・慣れた道で迷うことがある 

・出来事の前後関係が 

わからなくなる 

市ホームページに簡単な認知症チェックができるサイトを 

開設しています。２次元コードから、サイトが開けます。（無料）

１

中核症状（改善は難しい）

不安・焦燥 

・落ち着かない 

・イライラする

うつ状態 

・気分が落ち込む 

・興味や関心が低下する

幻覚・妄想 

・実際にないものが見える 

・物を盗まれたと思い込む

ひとり歩き 

・歩き回る 

・外へ出て、道に迷う

興奮・暴力 

・大声をあげる 

・暴力をふるう

不潔行為 

・排泄に関連した行動が 

うまくできなくなる

２

どの認知症にも共通して出てくる症状

※中核症状と違い、本人が安心できるように環境を整えたり

本人に接する人が認知症を理解して関わり方を変えること

で、症状がなくなったり落ち着くなど改善が期待できます。

どんな関わり方

をしたら笑顔で

いられるかな・・

？
？

？

睡眠障害 

・昼と夜が逆転する

ごそごそ・・・

！

行動・心理症状 

（環境や関わり方を変えることで改善が期待できる）

これらの影響を
受けて行動・心
理症状が出てく
るんよ。

こ こ が 大 事
な ポ イ ン ト
じゃ！

その人の性格や環境・心身状態により出てくる症状

認知症のもの忘れ



（２）認知症の人との関わり方を考えよう  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 認知症に早期に気づくことの大切さを知ろう  

●早期 治療 によって進行を緩やかに  

認 知 症 治 療 の基 本 は「薬 物 療 法 」「非 薬 物 療 法 」「ケア※●P21」です。  

早 いうちにこれらの治 療 を受 けることで、進 行 をゆるやかにすることが期 待 できます。  

また、認 知 症 には、治 る認 知 症 （慢 性 硬 膜 下 血 腫 や正 常 圧 水 頭 症 、脱 水 など）もあります。 

 

●適切 な対応 で症 状緩和  

もの忘 れなどの症 状 によるストレスから、不 安 や焦 燥 、妄 想 などの二 次 的 な症 状 が起 こるこ

とがあります。周 りの人 の理 解 やさりげない気 配 りで症 状 が緩 和 するなど、進 行 や悪 化 の

予 防 が期 待 できます。  

 

●今後 の備 え  

　  

 

 

　　　＊＊　早期発見の目安 ＊＊  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安・焦り

怒り 不快感

つらい気持ち

思 い通りにできない
物がなくなる・  

話を聞いてもらえない

思い出 せそうなのに  

思 い出せない
指 摘される、責められる

わ し の 通 帳 ・ ・  
こ こ に 置 い た の に

お じ い ち ゃ ー ん ！

自 分 が 情 け な い ・ ・

３

認知症 の人 の家 族の気持ち  

こ れ ら の 感 情 か ら イ ラ イ ラ や 興 奮 、 暴 力 行 為 な ど が 起 こ り  

認 知 症 が 「 悪 化 し た 」 よ う に み え る こ と が あ り ま す 。

認知 症の人の声  

こないだ医者に（認知症 と）言 われたんよ。まだ信 じてないけどね。  

でも、こういう立 場 になったから思 うんだけど、妻 とか周 りの人 にもっと認 知

症のことを理解 して、やさしくしてほしいって思っているよ。

今 後 の生 活 、受 けたい医 療 や介 護 について、認 知 症 が進 行 する前 にご家 族 など

親 しい方 や主 治 医 と話 し合 うことで、余 裕 をもって備 えることができます。

もの忘れがひどい  

□今 切 った ばかりなのに、電 話 の相 手 の

名 前 を忘 れる  

□同 じことを何 度 も言 う・問 う・する  

□しまい忘 れ・置 き忘 れが増 え、いつも探

し物 をしている  

□財 布 ・通 帳 ・衣 類 などを盗 まれたと人 を

疑 う  

時間・場 所がわからない  

□約 束 の日 時 や場 所 を間 違 えるようにな

った  

□慣 れた道 でも迷 うことがある  

 

□料 理 ・片 付 け・計 算 ・運 転 などのミスが

多 くなった  

□新 しいことが覚 えられない  

不安 感が強い  

□ひとりになると怖 がったり寂 しがったりする  

□外 出 時 、持 ち物 を何 度 も確 かめる  

□「頭 が変 になった」と本 人 が訴 える  

人柄 が変 わる 

□些 細 なことで怒 りっぽくなった  

□周 りへの気 づかいがなくなり頑 固 になった  

□自 分 の失 敗 を人 のせいにする  

□「このごろ様 子 がおかしい」と周 囲 から言 わ

れた  

 

□下 着 を替 えず、身 だしなみを構 わなくなった  

□趣 味 や好 きなテレビ番 組 に興 味 を示 さなく

なった  

□ふさぎ込 んで何 をするのも億 劫 がり、いや

がる

物忘 れがひどい

時間 ・場所がわからない

判断 ・理解 力が衰 える  

不安 感が強 い

人柄 が変わる

意欲がなくなる
・まさか自分の妻が認知症になるなんて思 ってもみなかった。信 じられない。  

・何 度 も同 じことを繰 り返 し言 ったり、同 じものを買 ったりおかしいなと思 って

たけど、まさか…。自 分 自 身 も混 乱 してしまった。ショックだったけれど、今 ま

で家族を支えてきてくれたのだから、家族 の力で今度 は支えてあげたい。

（出 典 ／公 益 社 団 法 人 認 知 症 の人 と家 族 の会 ）

日 常 の暮 らしの中 で、認 知 症 ではないかと思 われる言 動 を、「家 族 の会 」の会 員 の経 験

からまとめたものです。医 学 的 な診 断 基 準 ではありませんが、暮 らしの中 での目 安 として参

考 にしてください。

も う っ  

何 回 同 じ こ と 聞 く の ！ ？

？

認知 症の人 の気持ち

これらの気持ちを理解したうえで、関わることが大事です。

４



 

認知症の症状は、進行により変化します。どの時期にどのような支援が必要になるのか、おおま　　 　　　かな目安をまとめました。 

個人の状況により、経過や利用できる制度・サービスは異なりますので、今後の参考にしてくだ　　 　 　　さい。 
 

状態 日常生活は自立している　　　　　　　　　見守りがあれば日常生活は　　 　　　自立できる　　　　　　　　　日常生活に手助けが必要　　　　　　　　　　　常に誰かの助けが必要

 
認知症の進行  　　　　年相応のもの忘れ～軽度認知障害（MCI※●P21）　　　　　　　　認知症初期　　　　　　　　　中程度認知症　　　　　　高度認知症

 

本人の様子 

（目安）

 

家族の気持ちと

対応

 
介護保険 申請の相談　　　　　　　　　　　　　　　　介護認定の取得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護サービスの利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ほっとはーと、シルバー人材センター 

ふれあい訪問給食、ふれあい安心電話 

認知症の人にやさしいお店 

認知症高齢者家族やすらぎ支援事業　P11 

チームオレンジ 

・同じことを繰り返し聞く 

・疑い深くなったり怒りっぽくなる 

・片づけが苦手になる 

・物がなくなる、よく探し物をする 

・外出が億劫になる

・小銭で払うのが苦手になる 

・探し物をする時間が増える 

・食事の支度がひとりでは難しい 

・火の消し忘れがある 

・金銭管理や支払いが難しくなる

・薬を忘れる・間違える 

・たびたび道に迷う 

・季節にあった服が選べない 

・家電の操作が難しくなる 

・生活リズムが乱れる

・トイレの場所がわからない 

・ごく近所でも道に迷って帰って
こられない 

・日にちや季節がわからなくなる 

・洋服の着方がわからない

・自分で食事ができなくなる 

・言葉によるコミュニケーション
が難しくなる 

・表情が乏しくなる 

・歩行が難しくなる 

・介助なしでは日常生活を送る 

　ことができなくなる

６５

＜本人の気持ち＞ 

なんとなく 

おかしい・・と感じ

て不安になる

介護予防事業（介護予防教室等） 

認知症サポーター養成講座　P6 

老人クラブ、ふれあいいきいきサロン 

いきいき百歳体操 

認知症カフェ　P1０

予防・参加

認知症カフェ　P１0　　 

認知症の方の介護者カフェ P10 

認知症の方の男性介護者家族の会 P10 

認知症の人と家族の会　P１7

参　加

高齢者相談センター　P１５ 

行政（高齢者福祉課）　P16 

民生委員　P16 

広島県若年性認知症サポートルーム　P17

相　談

２　認知症の進行状況に合わせた対応と支援

あ んしんサポ ー トセ ンタ ー かけは し
P11、成年後見制度　P11 

認知症高齢者等事前登録制度　P14 

個人賠償責任保険事業　P１４

備　え

認知症サポーター養成講座（約 1 時間半）を

受けるだけで、認知症の基本的な知識と認知

症の人との関わり方などが学べて、サポーター

になることができます！

1 年で 10％、5 年で

40％が認知症に移行

＜認知症サポーターってなあに？＞ 

認知症に関する正しい知識と理解を持って、地域や

職場で認知症の人や家族を手助けをしたり温かい

目で見守る人のこと 

家族の会や認知症 
カフェなどに参加する

と色々な情報が 
得られます 

サポーターの証♥

訪問介護、通所サービス 

ショートステイ　　　 

小規模多機能型居宅介護

介護保険サービス

本人のできることが減り 
介護疲れを感じ、休みたくなる 

介護サービス等を利用し、自分の 
リラックスできる時間を大切にする

最後の過ごし方や看取りが心配 
 元気なうちに本人の意向を確認 
する。ACP（※●P21 アドバンスケア
プランニング）を家族や主治医と話し
合う

悩みを打ち明けられず、 
ひとりで悩んでしまいがち 

抱え込まずに相談することが大事 
家族の病気への理解が、今後の 
症状の現れ方に大きく影響する

歯科医、薬局　P１０ 

かかりつけ医、物忘れ外来　P7～８ 

認知症専門医療機関　P8 

認知症疾患医療センター　P8 

認知症初期集中支援チーム　P９ 

訪問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤師　　　　　　　　　　　　　　　　　
自立支援医療　P1２

医　療

生活支援
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